
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マナボーテ村上 
村上市生涯学習推進センター 発行 今月号の話題 

 新荒川地区公民館オープン 

 健民少年団 入団式         

 山北高嶺大学 開講式       

 社会教育委員紹介 

 サークル紹介        

回覧 

新荒川地区公民館５月１日オープン 

平成２９年度から２か年をかけて建設を進

めた新荒川地区公民館が完成し、４月１６日

（火）に竣工式を開催しました。午後には施

設の内覧会を行い、多くの方にご来場いただ

きました。 

新公民館は３００名収容の多目的ホールの

ほか、図書室、学習室、和室、会議室、キッ

ズコーナーが備わり、会議、教室、イベント

など様々な用途にご利用いただける施設とな

っております。多くの皆さまにご利用いただ

きたいと願っています。 

なお、ご利用については、図書室、学習室、 

広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。 

「つどう」「まなぶ」「むすぶ」学びの輪を広げよう 

キッズコーナーを除き、事前に予約が必要と

なります。 

 「まなぶ」場だけでなく、地域に住む皆さ

んが、公民館に「つどい」、そして「つなぐ」

ことによって、さまざまな人のつながりがで

きることを期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
る
様
子 

４月１３日（土）に村上教育情報センターで健民少年団入団

式が行われました。 

村上地区の小学生から高校生までが入団しており、今年度は

新入団員３５名を迎え、８９名で活動していきます。 

 開式前の基礎訓練は、指導員や先輩団員から「気をつけ」「敬

礼」などの基礎動作を教わりました。入団式本番では号令にあ

わせて姿勢を正し、きびきびと行動していました。 

午後からは地区隊ごとの活動を行いました。村上・瀬波・上

海府地区隊は、レクリエーション。岩船地区隊は、岩船神社ま

でチャレンジウォーク。山辺里地区隊は、お城山に上り昼食後

中世遺構コースから村上農村環境改善センターまで歩きまし

た。団員同士の交流が深まった充実した活動日となりました。 

健民少年団入団式 青少年の健全育成活動

山北高嶺大学開講式 村上市が目指す郷育とは

郷（さと）に育ち 自らを高めるとともに、他の人々と共に高まろうとする学びの推進 

山北地区公民館では、４月１８日（木）に山北高

嶺大学の開講式を行いました。 

 学長はあいさつで、「『楽しむ』ことが継続につな

がります。好きなことを見つけ追究し続けてくださ

い」と激励しました。 

 続いての第１回目の講座は、遠藤友春教育長を講

師にお迎えし、「村上市が目指す郷育とは」と題し、

講演していただきました。 

 少子化社会における子どもたちに寄せる郷育の

願いは、「ここで生きる」ことに自信と誇りをもち、

自らの進路を切り拓いて行くことの実力を備えた

子どもになってほしいということ。そのために、地

域の担い手を育てる地域と連携した体験活動の推

進、心を耕す声かけの推進、教育を「自分事」とし

て受け止め協力していくことが必要である。 

 山北高嶺大学は、１１月まで毎月１回開催し、午

前中は教養講座、午後は７つのクラブに分かれて活

動します。今年度は新しくボッチャクラブが開設さ

れました。 

 



【２０１９市民合唱のつどい】 

市内・市外のコーラスグループ、小・中学生、高校

生のすばらしい歌声をお楽しみください。 

と き ６月２日（日） 

    開場 午後１時～ 

    開演 午後１時３０分～ 

ところ 市民ふれあいセンター 

入場料 無料 

その他 申込みは不要です。 

直接会場へお越しください。 

問合せ 中央公民館 TEL 53-2446 

【わたしたちのCo-Minkan
こ う み ん か ん

講演会】 

Co-Minkan 普及実行委員会 共同代表 出野紀子

さんによる講演会を行います。Co-Minkan はコミ

ュニティーデザイナーである講師の出野さんが、公

民館の歴史や実践に感銘を受け、仲間とともに立ち

上げた活動です。「つどう」「まなぶ」「むすぶ」

の現代版、私設公民館です。 

と き ５月２４日（金） 

開場 １５時１０分～ 

開演 １５時３０分～ 

ところ 教育情報センター 視聴覚ホール 

定 員 ２００名 

参加費 無料 

講 師 出野 紀子さん 

主 催 下越・新潟地区社会主事等会 

共 催 中央公民館 

問合せ 中央公民館 TEL 53-2446 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷（さと）を育て 社会や地域の向上に貢献していこうとする学びの推進 

イベントのお知らせ
【こども広場】 

土曜日の子どもの居場所づくりとして、毎月第１・

３土曜日に開催しています。時節にあわせたものづ

くりを行います。 

と き ５月１８日（土） 

    ６月 １日（土）、１５日（土） 

    いずれも９時～１１時３０分 

ところ さんぽく会館 

問合せ さんぽく会館 TEL７７－３７９８ 

 

【絵本の読み聞かせ】 

「夢絵本☆野いちご」のみなさんが、楽しい読み聞

かせをしてくれます。絵本だけでなく紙芝居や工作

などもあります。おうちの方やおともがちと一緒に、

みなさんおいでください。 

と き ５月２６日（日） 

ところ 荒川地区公民館 

参加費 無料 

問合せ 荒川地区公民館 TEL６２－３０５０ 

 

【陶芸教室】 

土と触れ合い、想像力を働かせよう！全４回コース

で作品づくりに挑戦！ 

と き 第１回 形づくり    ５月２５日（土） 

    第２回 けずり・仕上げ ６月 １日（土） 

    第３回 絵付け     ６月２２日（土） 

    第４回 本焼き・窯出し ７月１３日（土） 

    いずれも午前１０時～正午 

ところ 神林農村環境改善センター、陶房やまや 

講 師 陶房やまや 鈴木 和弘 氏 

参加費 粘土代 ５００ｇあたり １，０００円 

申込み ５月１７日（金）までに神林地区公民館へ 

    TEL６０－１５００ 

 

【「文芸むらかみ 第 10 号」の作品を募集します】 

募集作品 随筆・短歌・詩・俳句・川柳・コント 

募集期間 ５月３０日（木）～７月１９日（金） 

募集方法 各地区公民館に備え付けの原稿用紙に必

要事項を記入の上、応募してください。 

そ の 他 発行は１１月を予定しています。 

問 合 せ 中央公民館 TEL 53-2446 

 

文
芸
む
ら
か
み
第
9
号
よ
り 

『
短
歌
』 

田 

村 

初 

美 

薄
雲
の
ヴ
ェ
ー
ル
く
ぐ
れ
る
白
い
陽
は

青
空
残
し
雲
に
隠
れ
る 

各
公
民
館
で
頒
布
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私
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む

ら
か
み
」
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

５
年
半
前
に
公
民
館
講
座
で
健
康
体
操
の
「
笑
い
ヨ
ガ
」
に
出
会

い
ま
し
た
。
「
は
は
は
」
と
息
を
吐
き
な
が
ら
軽
く
体
を
動
か
す
だ

け
な
の
に
、
不
思
議
と
体
が
軽
く
な
り
気
持
ち
も
前
向
き
に
な
り
ま

す
。
「
笑
い
」
が
心
と
体
の
健
康
に
と
て
も
良
い
事
を
実
感
し
ま
し

た
。
多
く
の
人
に
広
め
た
い
と
思
い
、
笑
い
ヨ
ガ
の
資
格
も
取
得
し
、

講
座
を
開
い
て
５
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

毎
週
月
曜
日
に
村
上
体
育
館
で
行
う
講
座
は
総
勢
40
名
も
の
方

が
参
加
さ
れ
、
と
て
も
賑
や
か
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
よ

り
活
動
を
広
げ
、
朝
日
き
れ
い
館
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

地
域
の
お
茶
の
間
や
介
護
予
防
教
室
、
企
業
の
職
員
研
修
な
ど
で
、

た
く
さ
ん
の
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
講
座
で
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
私 

自
身
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
い
「
笑
い
」
の
輪
を

村
上
市
中
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

広報紙「マナボーテ村上」の問合せ先  村上市教育委員会 中央公民館（生涯学習課内） 

TEL：５３－２４４６  FAX：５３－２９７７  e-mail：manabi@city.murakami.lg.jp 

社
会
教
育
委
員
の
「
中
村

な
か
む
ら

小
夜
子

さ

よ

こ

」
で
す 

 
 

「
花
暦
俳
句
会
」
は
、
俳
暦
が
長
く
30
年
ほ
ど
続
い
て

お
り
ま
す
。
毎
週
2
木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
４
時
ま
で

句
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
、
年
３
千
円
で
す
。
以

前
は
、
講
師
先
生
が
お
り
ま
し
た
が
亡
く
な
ら
れ
現
在
は

お
り
ま
せ
ん
。 

句
会
で
は
「
席
題
」
を
出
し
ま
し
て
、
皆
さ
ん
２
句
に

挑
戦
し
ま
す
。
季
節
感
の
あ
る
「
季
語
」
に
は
心
安
ら
ぎ
、

詩
心
を
感
じ
作
句
し
ま
す
。
長
い
中
に
も
苦
し
い
ブ
ラ
ン

ク
等
も
あ
り
一
喜
一
憂
も
し
ま
す
が
、
と
に
か
く
好
き
な

道
で
す
の
で
皆
さ
ん
生
き
が
い
と
し
て
、
茶
菓
子
も
出
さ

れ
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
会

も
高
齢
化
の
た
め

年
々
亡
く
な
ら
れ

た
方
も
お
り
、
今
は

９
名
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
た
め
に

も
、
年
齢
や
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
の
で

皆
様
の
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
ち
な
み
に
５

月
の
兼
題
は
「
桜
」

で
す
。 

 

社
会
教
育
委
員
紹
介 

 

中
村
小
夜
子
委
員
（ス
ポ
ー
ツ
） 

  

サ
ー
ク
ル
紹
介 

社会教育行政の運営について審議する社会教育委員（公民館運営審議会の委員兼務）の皆さんをご紹介します。公募・その

他社会教育に係る団体より委員として、教育委員会より委嘱を受けた 14 人で構成され任期２年で活動しています。３つの

分科会に分かれ「伝統・歴史の伝承」「循環型社会の構築」「スポーツ・青少年」をテーマに調査研究を進めています。 

村
上
「
花
暦
俳
句
会
」
で
す 

郷（さと）が育てる 地域の子どもを地域のみんなで育てる教育活動の推進 

「
笑
い
ヨ
ガ
」
で
つ
な
が
る
人
の
輪 

 


